
令和８年度 第１回佐賀県教育センター運営協議会

＜ 説明資料 ＞

令和７年度事業評価結果及び
令和８年度事業評価計画について
(1) 研修課
(2) 教育支援課

資料３



事業評価の指標について

100点満点中の85点を高評価の基準としている。

４件法

評価項目（４つ）

・そう思う ４点
・だいたい思う ３点
・あまり思わない ２点
・思わない １点

４点満点

４点満点の８５％ → ３．４

評価指標 ３．４

６件法

評価項目（６つ）
・とてもそう思う ６点
・そう思う ５点
・少しそう思う ４点
・あまりそう思わない ３点
・そう思わない ２点
・全くそう思わない １点

６点満点の８５％ → ５．１

評価指標 ５．１

６点満点

－１－



（１）研修課

・総合企画担当
・教職研修担当

令和７年度事業評価結果及び
令和８年度事業評価計画について

－２－



令和７年度 研修課 事業評価 結果
備考評価結果指標評価項目事業名番号

受講者317名達成（5.58）平均5.1以上初任者研修受講者の評価

必 須 研 修１

受講者195名達成（5.30）平均5.1以上
中堅教諭等資質向上研修受講者
の評価

受講者306名達成（5.67）平均5.1以上２年目研修受講者の評価

受講者320名達成（5.36）平均5.1以上３年経験者研修受講者の評価

受講者57名達成（5.75）平均5.1以上養護教諭研修受講者の評価

受講者705名達成（5.29）平均5.1以上教育行政職員研修受講者の評価

受講者1386名達成（5.40）平均5.1以上職務別研修受講者の評価職務別研修
課題別研修

２
受講者289名達成（5.71）平均5.1以上課題別研修受講者の評価

※評価はアンケート結果（６件法）による

－３－

※職務別研修、課題別研修の受講者数には無回答者を含む延べ人数を計上



令和７年度 研修課 事業評価 結果

備考
評価結

果
指標内容・評価項目事業名番号

受講者3,126人達成（5.52）平均5.1以上希望等研修受講者の評価希望等研修２

達成
（679万件）

年間アクセス数
350万件以上

教育センターWebからの情報提供
教育センターWebの総アクセス件数

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ活用７

－４－

※希望等研修の受講者数には無回答者を含む延べ人数を計上



●初任者研修
校外研修１２日のうち、共通研修５日と選択研修１日を実施する。

●中堅教諭等資質向上研修
校外研修１０日のうち、共通研修６日と自己課題解決研修（選択研修）４日を実施する。

●２年目研修
校外研修３日のうち、フォローアップ研修１日と選択研修２日を実施する。

●３年経験者研修
校外研修３日のうち、全校種合同研修会１日と企業･福祉施設等体験研修２日を実施する。

●養護教諭経験年数別研修
経験年数に応じた各研修を実施する。
・新規採用養護教諭研修４日 ・養護教諭２年目研修２日
・養護教諭３年経験者研修２日 ・中堅養護教諭資質向上研修２日

●教育行政職員研修
・教育行政職員(新規採用職員・主事・主査・事務主任・事務長・統括事務長等）を対象とした

各研修を実施する。

必須研修

－５－

令和８年度 研修課 事業計画

研 修 課 〈総合企画担当〉



研 修 課 〈教職研修担当〉

－６－

必須研修（職務別研修・課題別研修）

●職務別研修
教職員の職務に応じた専門的な知識や技能の向上を図るために、職務別に実施する。

●小学校新任理科担当教諭研修
・令和２年度より、対象者を「初めて理科の授業を行う教諭」として、１日対面で実施する。
・令和４年度より、繰り返し確認が必要な内容をオンデマンドで提供し、半日対面で実施する。
・佐賀市、佐賀市を除く東部地区、西部地区、北部地区の４地区に分け、同内容を４回実施する。

●中・高新任理科教諭研修
・新規採用の理科担当教諭を対象として、１日対面で実施する。
・令和４年度より、繰り返し確認が必要な内容をオンデマンドで提供する。

●小学校新任家庭科担当教諭研修
・令和４年度に、対象者を「初めて家庭科の授業を行う教諭」として、衣生活分野と食生活分野について
それぞれ半日研修を新設した。

・東部地区、西部・北部地区の２地区に分け、同内容を２回ずつ実施する。
・食生活分野については、リアルタイム・オンラインで実施し、受講者は所属校の家庭科室において実習
を行い、様子を配信する。



研 修 課 〈教職研修担当〉

希望等研修 【本講座 ※R８は公開講座・出前講座なし】

【Ｒ８年度】
「教科・領域等の専門的かつ実践的指導力の向上を図る」ことを目的とし、
本講座 ８４本 を設定 ※ ST認証の関連で開講無し２本を含む

◆オンライン研修を充実
・リアルタイム・オンラインを２０本、オンデマンドを３本実施予定

◆スーパーティーチャーによる授業講座（１８本）を実施予定
※ ST認証の関連で開講無し２本を含む

◆「新たな教師の学び」に向けて、多様な研修の充実を図る
・県内の教育課題を踏まえ新規講座を設定
<例>保護者とのよりよい関係づくり講座

※併せて教育委員会向け研修を
午前中に実施

－７－



「新たな教師の学び」に向けて －令和４年度からの取組み－ 研修課

令和５年度 研修履歴を活用した対話に基づく
受講奨励の開始

令和４年度 佐賀県教員育成協議会を１回開催
現行の佐賀県教職員の指標について協議し、策定

－８－

研修受講履歴記録システム及び教員研修プラットフォーム
（通称Plant）の利用準備

令和６年度 Plantの部分的な機能の運用開始及び
次年度全機能運用開始に向けた準備

令和７年度 Plantの全機能の運用開始及びPlant
利活用に伴う課題等の検討・整理

令和８年度 Plantの更なる活用の検討・整理
「研修観の転換」に向けた調査・研究



研 修 課 〈教職研修担当〉

インターネット教育活用事業

－９－

【Ｒ８年度】
昨年度に引き続き、教育センターWebで教育に関する最新情報や研究成果等を発

信し、県内教職員の「教育情報ポータルサイト」としての活用を目指す。

教育センターWebサイトの運用
• Web運用総括は教職研修担当で行い、所管するページの更新は各担当で行う。

研修情報の発信（研修案内や緊急時の連絡等を掲載）
各種教育情報の発信
佐賀県教育センター内の研究物や指導案を検索するための「ＳＡＧＡせ～る指導

案」を提供
教育センターWeb上の受講者専用ページにて、オンデマンドで研修を実施

要望にお応えし、随時更新をしています！



－１０ －

研修に係る確認事項

研 修 課

◆受講に必要な連絡等
・オンラインで実施する職務別研修・課題別研修・希望等研修の情報は、「新教
育情報システム(SEI-Net)メール」で行う。受講者へ連絡する際は、情報共有の
ため、教頭（副校長）も入れてBCCで連絡を行う。

◆緊急時の連絡等
・台風や大雨等の悪天候による研修の延期や変更の連絡は、教育センターWebで行う。原
則、文書や電話による連絡はしない。
※「緊急時の連絡」「近日実施予定の研修」「研修実施要項」に反映



（２）教育支援課

・研究調査担当
・生徒支援担当

－１１－



令和７年度 教育支援課 事業評価 結果

備考評価結果指標内容・評価項目事業名
番
号

調査対象
委員15名

達成（3.82）平均3.4以上
プロ研委員、センター所員の取組意欲、
理解度、活用意識

プロジェクト研究３

調査対象
所員14名

達成（3.80）平均3.4以上
センター所員の取組意欲、理解度、
活用意識

個別実践研究４

調査対象
36名

達成（5.20）平均5.1以上
希望等研修
学習状況調査の分析・活用講座
【オンデマンド研修】受講者の評価

学習状況調査５

調査対象
993名

達成（3.76）平均3.4以上
各教科・領域等、教育相談・生徒指導、
特別支援教育に係る学校支援
支援校教員の理解度、効用感、活用意識

学校支援
（各教科・領域等）

６

－１２－

※３，４，６の評価はアンケート結果（４件法）による。

※５の評価はアンケート結果（６件法）による。



備考評価結果指標内容・評価項目事業名
番
号

―評価しない
資料の収集
教科書展示会の実施

図書資料室管理８

―評価しない
メールマガジン「ミネルバ」の発信
SNSアプリ「LINE」による情報発信

広報業務９

－１３－

妹尾令和７年度 教育支援課 事業評価 結果



３ プロジェクト研究
４ 個別実践研究

－１４－

全所体制
での研究



３ プロジェクト研究
４ 個別実践研究

令和７年度

「プロジェクト研究」及び「個別実践研究」

授業公開と授業研究会の様子

小学校国語科、算数科、外国語科

中学校数学科、美術科

－１５－



学習状況調査の分析・活用講座【オンデマンド研修】

学力向上対策コーディネーターや校内で学力向上を

推進する先生方による校内研修の企画、運営

－ １６－

各学校での自立した取組を促す

各学校における指導改善・充実に役立てる

・校内研修の進め方

・調査結果の分析及び活用の仕方

５ 学習状況調査



６ 学校支援（各教科・領域等）

－１７－

内訳
総件数

その他特別支援学校高等学校中学校小学校

４２件３件１７件４０件３１件１３３件令和７年度

≪学校等へ出向いての支援≫

≪来所者への支援等≫

内訳
総件数

その他特別支援学校高等学校中学校小学校

６件１件１件２４件１９件５１件令和７年度

学校支援件数



６ 学校支援（各教科・領域等）

－１８－

令和７年度

学校支援（各教科・領域等）の様子



令和８年度 教育支援課 事業計画

－１９－

３ プロジェクト研究（２か年計画１年目）

センター所員と研究員（学校の教職員）とでプロジェクトチームを組織して
進める。

小学校：国語科、算数科、外国語活動・外国語科
中学校：国語科、数学科、英語科

４ 個別実践研究（１年計画）

センター所員がチームを組んで、原籍校と連携を図りながら進める。

小学校：理科、道徳科、学校保健
中学校：理科、音楽科、美術科、道徳科



〇プロジェクト研究における作成予定コンテンツ（一部）

３ プロジェクト研究

研究主題

学びの系統性と連続性を意識した授業づくり－学校段階間の接続を踏まえた指導の充実に向けて－

－２０－

小学校：国語科、算数科、外国語活動・外国語科
中学校：国語科、数学科、英語科

sample sample



４ 個別実践研究
研究主題

「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」を図る授業づくり

－児童生徒が各教科等において育成を目指す資質・能力を身に付けるために－

〇個別実践研究における作成予定コンテンツ（一部）

小学校：理科、道徳科、学校保健
中学校：理科、音楽科、美術科、道徳科

－２１－

その他
・各教科等における「個別最適な学び」と

「協働的な学び」
・授業のまとめ
・学習指導の展開案（学習指導プラン）
・単元（題材）モデル

など



３ プロジェクト研究
４ 個別実践研究

－２２－

【研究成果の周知方法】
① 授業公開と授業研究会の実施
② Ｗｅｂサイトによる研究成果の発信・活用推進
③ 研修や学校支援における活用
④ 「ＬＩＮＥ」による周知・活用推進

佐賀大学との連携・協力事業：
大学教員との連携により研究の質の向上を図る。

【参考：令和７年度授業公開ちらし】



学習状況調査の分析・活用講座【オンデマンド研修】

学力向上対策コーディネーターや校内で学力向上を

推進する先生方による校内研修の企画、運営

－ ２３－

各学校での自立した取組を促す

各学校における指導改善・充実に役立てる

・校内研修の進め方

・調査結果の分析及び活用の仕方

５ 学習状況調査

再掲



－２４－

【目的】

所員の専門性を生かして各学校や各種研究団体への

支援を行い、教育活動の改善と充実に寄与する。

【種類】

ア 学校等へ出向いての支援

指導助言 実践発表 資料提供 など

イ 来所者への支援及び電話・メール等による支援

指導助言 実践紹介 資料提供 など

学力向上

教育相談

人権・同和教育

生徒指導

情報教育

特別支援教育

６ 学校支援（各教科・領域等）



－２５－

教育に関する書籍や刊行物、研究資料等を収集・整理し、県内教職員の研修
を支援する。

教職員の資質向上に資する教育センターの取組や講座の案内・募集等の
周知・広報を行い、県内の教職員に役立つ情報の提供を推進する。

８ 図書資料室管理

９ 広報業務


